
「花いっぱい ゆめいっぱい やさしさいっぱい 東海東小」学校だより 12月号 文責～校長：山元

舫舫 もやい

随分前にネットで話題になった記事ですのでご存知の方も多いと思いますが、興味深い
ので紹介させてください。（読みやすいように一部直しています）
クリスマスの日に米国マサチューセッツのある母親が１３歳の息子に iPhone をクリスマスプレゼン

トとしてあげました。ただし、その iPhoneの箱には、彼女が作った使用契約書も入っていました。

グレゴリーへ、
メリークリスマス！あなたは今日から iPhoneの所有権を持つことができます。やったね！（～中略～）
しかし、このプレゼントを受理すると同時に、ルールや規則が付いてきます。以下の使用契約をゆっ
くり読んでください。私は親として、あなたを健康で豊かな人間性をもった、現代のテクノロジーを
うまく活用していける大人に育てなければならない。以下の規則を守ることができなかった場合、あ
なたの iPhone所有権もなくなります。

1.これは私の携帯です。私が買いました。月々の支払いも私がします。あなたに貸しているものです。
2.パスワードはかならず私に報告すること。
3.これは「電話」、鳴ったら必ず出ること。発信者が「ママ」か「パパ」だったら絶対に出ること。
4.学校がある日は7:30pmに週末は9:00pmに携帯を私に返却します。携帯は朝7:30amまで電源オフ。
友達の親が直接出る固定電話に電話できないような相手ならその人には電話も SNSもしないこと。

5.iPhone はあなたと一緒に学校には行けません。SNS をする子とは直接話しなさい。それが人生のス
キルです。

6.万が一トイレや床に落としたりなくしたり、破損させた場合の修理費用は自己負担です。お手伝い
をして、お小遣いでカバーしてください。こういうことは起こります、準備していてください。

7.このテクノロジーを使ってうそをついたり、人を馬鹿にしたりしないこと。人を傷つけるような会
話に参加しないこと。人のためになることを第一に考え、けんかに参加しないこと。

8.人に面と向かって言えないようなことをこの携帯を使って SNSやメールでしないこと。
9.友達の親の前で言えないようなことを SNSやメールでしないこと。自己規制してください。

（つづく････）
「18の約束」のうちの半分を紹介しました。保護者の皆さんはご理解いただいていると

思いますが、決してお子さんにスマホを持たせることを推奨しているわけではありません。
むしろ、成長途上にある小学生に持たせることについては大きな危惧を感じています。だ
からこそ、もし必要があって持たせるのであれば、上記のような家庭でのルールや約束と
それに沿っての親子のコミュニケーションがとても大切であることを、今後も保護者の皆
さんとともに考えていきたいと思います。

〇 以前文書でご案内しましたが、12月15日（水）
午後7時より体育館において、第3回学校保健委員
会を開催します。上記記事とも関連しますが、今
回のテーマは｢(仮)子どもの成長と睡眠、メディア
コントロールについて」です。講師は高千穂町教
育長の戸敷二郎先生です。ぜひたくさんの方々に
聞いていただきたい内容なので、今回はすべての
保護者の方々にご案内をさせていただいています。
ご参加、お待ちしています。

〇 12月3日（金）はPTA夜間歩行が計画されてい
ます。午後6時30分集合です。申込をされたご家
庭は、お忘れなくご参加ください。親子で楽しい
時間を過ごせるといいですね。

○ 11月14日の秋季大運動会、無事に終了しまし
た。前日また当日の朝早くからご協力いただいたP
TA役員や各部の皆さん、そして対応にご協力いた
だいたすべての保護者の皆さんに心より感謝申し
上げます。本当にありがとうございました。

･･･船をつなぎとめること
共同で事をなすこと

"使う権利と果たす義務"～プレゼントに入っていた「１８の約束」
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『未来のサイズ』 俵万智
第55回迢空賞と第36回詩歌

文学館賞をW受賞、宮崎市在住
の歌人、俵万智の最新歌集です。
2013～20年までの8年間で詠
まれた418首が収められていま
す。子育て、移住、コロナ禍等、
ふとした日常を面白い視点で切
り取って三十一音に構成する表
現力、言葉選びにはうならされます。1987年
発表ベストセラー『サラダ記念日』の作者です
が、ご存知ですか。（ｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｷﾞｬｯﾌﾟ??)毎夏、
日向市で開催される高校生の｢牧水短歌甲子園｣
の審査員でもあるので、"延岡の高校生の短歌づ
くり"を詠んだ次の歌も掲載されています。
｢青｣という題詠で詠む延岡の高校生に青魚多し
現代語の短歌集ですのでとても読みやすいです。


